






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
我が国の林業産出額に占める木材生産の割合は近年約5割（45〜55%程度）で推移してお
り、栽培きのこ類等が残りの約5割を占めている。8割程度とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は②
市町村森林整備計画は、地域森林計画の対象民有林につき市町村が「5年ごとに10年を一
期」としてたてる計画である。5年を一期とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は②
良質な木材の最大生産に努めて社会に貢献する指導原則は「公共性の原則」である。経済
性の原則は、最小の費用で最大の経済効果を上げるよう経営を行う原則である。

●問題Ⅲ-4
正解は④
枝打ち作業は、樹木の休眠期であり形成層の活動が停止して樹皮が剥がれにくく病害虫侵
入リスクの低い晩秋から早春（成長休止期）に行うのが最適である。初夏から盛夏が最適
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
形状比は、林木の樹高（H）を胸高直径（D）で割った値（H/D比）である。胸高直径を樹
高で割った値とする記述は逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は③
コンテナ苗は、容器内面にリブを設け底面を開放することで根の伸長を下向きに誘導し、
空気根切り（エアープルーニング）によって「根巻きを防止」するのが特徴である。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
国有林野事業において、契約者が費用の一部を負担して国が森林を育てる制度は「分収育
林」であり、契約者が自ら苗木を植えて育てる制度は「分収造林」である。説明が逆であ
る。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
SDGsにおいて、「持続可能な森林の経営」や陸上生態系の保護・回復等を掲げているのは
「目標15（陸の豊かさも守ろう）」である。目標17とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は③
森林生態系において、土壌菌類や土壌動物などの分解者は落葉落枝を無機養分へと還元し
て植物の再吸収を促す不可欠な役割を担っており、分解者の影響が少ないとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-10
正解は②
地中火は、泥炭や腐植層などの地中可燃物が無炎燃焼（燻焼）するもので、酸素が少ない
中で長時間くすぶり続け、燃焼箇所の特定や完全な消火が極めて困難である。

●問題Ⅲ-11
正解は③
固定した視点から認識される静的な景観は「シーン景観」であり、視点を移動させること



で次々と移り変わる連続的な景観は「シークエンス景観」である。内部・外部景観とする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は②
グライ化作用は、地下水等の停滞による還元状態で鉄が2価の鉄に還元され、「青灰色〜
灰白色」のグライ層が形成される作用である。著しく赤褐色とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は④
我が国が2015年に提出した約束草案（NDC）における2030年度の削減目標は「2013年度比
26.0%減」であり、そのうち森林吸収源対策による確保目標は約2.0%（約2,780万t-CO2）
である。

●問題Ⅲ-14
正解は①
世界の森林認証面積において、認証面積の割合はカナダが約4割以上と最も高く、次いで
米国、日本の順である。米国が約5割で最も高いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は④
治山事業と砂防事業は目的や所管（治山は林野庁、砂防は国土交通省）が異なるが、山腹
工事は治山事業だけでなく砂防事業においても山腹崩壊地の安定化のために実施される。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
森林の土壌侵食防止効果は極めて高く、落葉落枝層や樹冠による雨滴遮断等により、土壌
侵食量は裸地に比べて1/100〜1/1000程度に激減する。半減程度とする記述は過小で誤り
である。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
土石流は集水面積が比較的小さい（通常数km²以下、多くは0.1〜1km²程度）急峻な渓流で
発生し、流出土砂量も数千〜数万m³規模が多い。流域面積5km²以上で数十万m³とする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
山腹空積工は、石材を裏込めにモルタルやコンクリートを用いずに空積みして土留めを行
う工法である。合端や背後をコンクリートで固める工法は練積工の説明であり誤りであ
る。

●問題Ⅲ-19
正解は①
表層崩壊は、斜面のすべり面深度（0.5〜2m程度）に比べて崩壊幅や崩壊長（崩壊面積）
がはるかに大きく、幾何学的には平面的・シート状の薄い崩壊形態を呈する。

●問題Ⅲ-20
正解は③
複数基を計画する場合の床固工の方向は、越流部（放水路）の中心において「各計画箇所
下流部（直下流）の流心線」に直角に定めるのが原則である。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
セオドライトによる対回観測（正・反観測）では、視準軸誤差、水平軸誤差、目盛盤偏心
誤差は消去されるが、鉛直軸自体の傾きによる「鉛直軸誤差」は消去できない。

●問題Ⅲ-22



正解は⑤
林道規程において、林業作業用施設としての森林施業用施設と防火用施設は、それぞれの
設置目的や要求性能（貯水施設やヘリポート等）が異なるため、必ずしも兼用を義務付け
るものではない。

●問題Ⅲ-23
正解は③
地山土量＝盛土量÷C＝100÷0.90≒111m³（ア）、運搬土量（ほぐし土量）＝地山土量×L
＝111.11×1.25≒139m³（イ）である。変化率Lは「運搬」計画（ウ）、Cは「配分」計画
（エ）に用いられる。

●問題Ⅲ-24
正解は④
舗装において表層とともに交通荷重を支え、荷重を分散させて下層の路床に伝える役割を
持つのは「路盤」である。路体は路床の下部にある盛土・地山部分を指す。

●問題Ⅲ-25
正解は②
森林作業道作設指針において、森林作業道は一時的な仮設道ではなく、間伐や主伐、造林
等の森林施業を通じて「繰り返し恒久的に利用される」簡易な土構造の路網と位置付けら
れている。

●問題Ⅲ-26
正解は②
各層のワイヤが同じピッチでより合わされ線接触するものが「平行より」であり、各層の
ワイヤが同じより角でより合わされ点接触するものが「交差より」である。説明が逆であ
る。

●問題Ⅲ-27
正解は③
立木の伐倒から枝払い、長さを測定して切断（玉切り）、集積までを一貫して行う機械は
「ハーベスタ」である。プロセッサは伐倒機能を持たない造材機である。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
全幹方式は伐採地で枝払いを行って幹のみを土場へ搬出するため、土場に枝条が蓄積され
ることはない。土場に枝条が蓄積されるのは枝葉付きで集材する「全木方式」である。

●問題Ⅲ-29
正解は④
繊維飽和点（FSP）とは、細胞壁内に結合水が満たされ（飽和し）、細胞内腔には自由水
が存在しない状態を指す。結合水が存在せず自由水が飽和しているとする記述は逆であり
誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は③
研削加工において研削性能を維持するためには、摩耗した砥粒が適度な研削抵抗によって
脱落・微小破砕し、新しい鋭利な切刃が次々と現れる「自生作用（自生刃出し）」が不可
欠である。

●問題Ⅲ-31
正解は⑤
JIS Z 2101等における木材含水率（乾量基準含水率）の計算式は、水分量（m−m0）を全乾
質量（m0）で除して算出する（u＝(m−m0)/m0×100%）。湿量質量mで除している記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-32
正解は①



合板のJAS規格において、接着の耐久性（耐水性）による区分が「特類、1類、2類」であ
る。ホルムアルデヒド放散量による区分は「F☆☆☆☆〜F☆」である。

●問題Ⅲ-33
正解は③
完全乾燥木材の元素組成は樹種による差が極めて小さく、炭素約50%、酸素約44%、水素約
6%であり、針葉樹と広葉樹で大きく異なることはない。

●問題Ⅲ-34
正解は②
アクリル系モノマー等を含浸・重合させた改質木材はWPC（木材・プラスチック複合材）
である。アセチル化木材は無水酢酸等と反応させて水酸基をアセチル基に置換した化学修
飾木材である。

●問題Ⅲ-35
正解は④
現在稼働中の大規模な木質バイオマス発電所のほとんどは、木材チップ等を直接ボイラー
で燃焼させて蒸気タービンを回す「直接燃焼・蒸気タービン方式」であり、ガス化システ
ムが大半を占めるわけではない。


